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Research Category Grant-in-Aid for Encouragement of Scientists
Allocation Type Single-year Grants
Research Field ⼯学Ⅰ(機械系)
Research Institution Kanazawa University
Principal Investigator 吉⽥ 博⼀   ⾦沢⼤学, 理⼯研究域, 技術職員
Project Period (FY) 2013-04-01 – 2014-03-31
Project Status Completed (Fiscal Year 2013)
Budget Amount *help ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000)
Fiscal Year 2013: ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000)
Keywords リハビリテーション / 拘縮改善 / ⼿関節
Research Abstract 本課題では, ⼿関節を牽引しながら掌背屈運動を⾏うリハビリテーション, すなわち, 徒⼿的掌背屈他動運動が, ⼿関節の拘縮改善に有効なことを確認するととも
に, 同リハビリテーションが適切に⾏える装置の設計を⾏った. 
まず, 以上のリハビリテーションの効果を確認するため, 円弧状ガイドレールで⼿指把持部を⼿動で掌背屈させながら, その先端を錘により⼀定負荷で牽引する
装置を利⽤し, 複数の被験者で, ⼿関節を構成する⼿根⾻のX線動画撮影を実施し, 動態解析を⾏った. 動態解析では, ⼿関節を構成する, 橈⾻と⽉状⾻がなすR-L
関節と, ⽉状⾻と有頭⾻がなすC-L関節, それぞれの⾓変位の⼿関節全体の⾓変位に対する割合を寄与率として算出した. その結果, ⾮牽引の場合, C-L関節の寄与
率が⾼く, 背屈時はR-L関節の寄与率が⾼いことを確認した. これに対し, 牽引⼒が25Nの場合, 掌屈時におけるR-L関節の寄与率が平均で約11%増加し, 統計にも
有意な増加を確認した. ⼀般に, ⼿関節の罹患後はR-L関節に拘縮が⽣じやすいことから, 牽引しながらの掌背屈他動運動はR-L関節の可動域を拡⼤し, 拘縮の改
善に有効であることが明らかとなった. 
次に, 牽引⼒を30,50Nとして同様の測定を⾏った. その結果, ⾮牽引に対して牽引⼒を30Nとした場合, R-L関節の寄与率が約14%上昇するのに対し, 牽引⼒を
50Nとした場合, 30Nの場合に⽐べ約4%の上昇となることを確認した. よって, 患者およびOTの負担の観点からリハビリテーションに適した牽引⼒は25〜30N
の範囲であることが明らかとなった. 
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